
(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】薄い最外層の干渉色層を備えた被覆切削工具インサートを提供する。
【解決手段】本発明は、超硬合金、サーメットまたはセラミックまたは高速度鋼、或いは
立方晶窒化ボロンまたはダイアモンドのような超硬質材料のボディより成る切削インサー
トに関し、前記ボディが 0． 5ミクロン未満の厚さで、最外層の非酸化物発色層（周期律表
の第一Ｖ，ＶまたはＶ１族の複数金属ＡＩ、Ｓｉ及びＢまたはそれらの混合物）を含む硬
質で摩耗性の被膜を備え、それによって前記色は干渉によって作り出される。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 硬 合 金 、 サ ー メ ッ ト 、 セ ラ ミ ッ ク 、 高 速 度 鋼 、 工 具 鋼 、 ま た は 立 方 晶 窒 化 ボ ロ ン 或 い
は ダ イ ア モ ン ド の よ う な 超 硬 質 材 料 の ボ デ ィ よ り 成 り 、 且 つ 薄 く て 最 外 層 の 非 酸 化 物 発 色
層 を 含 ん で い る 硬 質 摩 耗 性 被 膜 を 有 す る 切 削 イ ン サ ー ト で あ っ て 、
　 前 記 色 が 、 干 渉 に よ っ て 作 り 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 発 色 層 が 、 ０ ． ５ μ ｍ 未 満 の 厚 み を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削
イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 発 色 層 が 、 周 期 律 表 の 第 Ｉ Ｖ 、 Ｖ ま た は Ｖ Ｉ 族 の 複 数 金 属 、 Ａ ｌ 、 Ｓ ｉ 及 び Ｂ ま た
は Ａ ｌ 、 Ｓ ｉ 及 び Ｂ の 混 合 物 か ら な る 群 か ら の 金 属 の 炭 化 物 、 窒 化 物 、 ま た は 炭 窒 化 物 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 金 属 が 、 Ｔ ｉ 及 び ／ ま た は Ａ ｌ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 切 削 イ ン
サ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 層 が 、 Ｔ ｉ ｘ Ａ ｌ １ － ｘ Ｎ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー
ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ０ ． １ ＜ ｘ ＜ ０ ． ９ 、 好 ま し く は ０ ． ４ ＜ ｘ ＜ ０ ． ７ 、 最 も 好 ま し く は ０ ． ４ ＜ ｘ ＜ ０
． ６ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 層 が 、 － ２ ０ ＜ ａ ＊ ＜ ０ 、 － ４ ０ ＜ ｂ ＊ ＜ ０ 及 び ０ ＜ Ｌ ＊ ＜ ９ ５ を 有 す る 青 色 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 層 が 、 Ｔ ｉ Ｎ 層 の 頂 部 に 堆 積 さ れ 、 好 ま し く は ０ ． １ ～ ５ μ ｍ の 厚 み で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 イ ン サ ー ト が 、 固 体 炭 化 物 ド リ ル 、 ま た は 固 体 炭 化 物 エ ン ド ミ ル で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 薄 い 最 外 層 の 干 渉 色 層 を 備 え た 被 覆 切 削 工 具 イ ン サ ー ト に 関 す る 。 こ こ で 試
用 す る 用 語 「 イ ン サ ー ト 」 は 、 固 体 炭 化 物 ド リ ル 及 び 固 体 炭 化 物 エ ン ド ミ ル に も 言 及 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 種 々 の タ イ プ の 硬 質 被 膜 で 被 覆 さ れ た 超 硬 合 金 切 削 工 具 イ ン サ ー ト は 、 数 年 の 間 に 市 販
入 手 が 可 能 に な っ た 。 こ の よ う な 被 膜 は 、 Ｔ ｉ Ｃ 、 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） 及 び Ａ ｌ ２ Ｏ ３ の よ う
な 幾 つ か の 硬 質 層 に よ っ て 多 層 構 造 に 堆 積 さ れ る 。 こ の 個 々 の 層 の 順 序 と 厚 み は 、 種 々 の
切 削 加 工 用 途 と 加 工 物 材 料 と に 適 応 さ せ る た め に 、 慎 重 に 選 択 さ れ る 。 こ の よ う な 被 膜 は
、 化 学 蒸 着 法 （ Ｃ Ｖ Ｄ ） 、 中 温 化 学 蒸 着 法 （ Ｍ Ｔ Ｃ Ｖ Ｄ ） 、 ま た は 物 理 蒸 着 法 （ Ｐ Ｖ Ｄ ）
の 技 術 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 非 常 に 頻 繁 に 堆 積 さ れ る 。 或 い は 稀 に は 、 プ ラ ズ マ 支 援
化 学 蒸 着 法 （ Ｐ Ａ Ｃ Ｖ Ｄ ） が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 イ ン サ ー ト を 被 覆 す る た め に 用 い る Ｃ Ｖ Ｄ 技 術 は 、 か な り 高 温 度 の 約 ９ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０
℃ で 実 施 さ れ る 。 こ の 高 蒸 着 温 度 、 及 び 蒸 着 さ れ る 被 膜 材 料 と 超 硬 合 金 イ ン サ ー ト と の 間
の 熱 伝 導 係 数 の ミ ス マ ッ チ と の た め に 、 Ｃ Ｖ Ｄ が 冷 却 割 れ と 引 張 応 力 と を 有 す る 被 膜 を 作
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り 出 す 。 Ｃ Ｖ Ｄ 技 術 で は 、 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 、 Ｔ ｉ Ｃ 、 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） 、 Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ
、 Ｏ ） 及 び Ｚ ｒ Ｏ ２ の よ う な 、 多 く の 硬 質 で 耐 摩 耗 性 の 被 膜 材 料 を 堆 積 す る こ と が 可 能 で
あ る 。 こ の 微 細 組 織 と 、 こ れ に よ る 被 膜 の 性 質 は 、 蒸 着 条 件 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 か
な り 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｐ Ｖ Ｄ 技 術 は 、 著 し く 低 い 温 度 の 約 ４ ５ ０ ～ ７ ０ ０ ℃ で 操 作 さ れ 且 つ 被 膜 中 に 高 圧 縮 応
力 を も た ら す イ オ ン 衝 撃 法 の 下 で 実 施 さ れ る が 、 冷 却 割 れ が 生 じ な い 。 こ れ ら の 種 々 の 処
理 に よ り 、 Ｃ Ｖ Ｄ で 被 覆 し た イ ン サ ー ト は 、 さ ら に 脆 く て そ れ に よ り Ｐ Ｖ Ｄ 被 覆 イ ン サ ー
ト に 比 べ て 低 靭 性 挙 動 に 処 理 さ れ る 。 Ｐ Ｖ Ｄ 被 膜 は 、 鋭 い 切 刃 を 所 望 す る と き に 通 常 使 用
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ら の 被 膜 は 優 れ た 技 術 的 特 性 を 有 す る と は い え 、 そ れ ら は し ば し ば 鈍 く て 幾 分 光 沢
に 無 い 外 見 を 有 す る 。 こ の た め に し ば し ば 、 薄 い 装 飾 的 な Ｔ ｉ Ｎ の 層 を 最 外 層 と し て 堆 積
さ せ て 、 魅 力 的 の 金 色 の イ ン サ ー ト を 与 え る 。 も ち ろ ん 、 イ ン サ ー ト が 、 装 飾 的 理 由 の た
め だ け で な く て 、 所 定 の 機 械 加 工 操 作 の た め に 適 正 な 等 級 を 選 ぶ た め に 末 端 消 費 者 の 案 内
と し て 、 種 々 の 色 を 備 え る こ と が で き る な ら ば 興 味 深 い こ と で あ る 。 残 念 な が ら 、 こ の よ
う な 目 的 の た め に 適 切 な 発 色 化 合 物 の 数 は 限 定 さ れ る 。 ま た 、 こ の 発 色 層 が イ ン サ ー ト の
性 質 に マ イ ナ ス に 影 響 し な い こ と が 重 要 で あ る 。 さ ら に 、 こ の 発 色 層 は 、 反 応 装 置 に 対 し
て 望 ま し く な い 化 合 物 を さ ら に 含 ま せ ず に 蒸 着 す る こ と を 可 能 に す る 必 要 が あ る 。 ド リ ル
及 び エ ン ド ミ ル の た め に 、 予 め 装 飾 す る こ と な く 新 し い 付 加 的 な 耐 摩 耗 性 層 を 再 研 摩 し た
の ち に 、 ド リ ル 及 び エ ン ド ミ ル が 容 易 に 再 被 覆 で き る こ と が 重 要 で あ る 。 ま た 、 得 ら れ た
色 が 使 用 中 及 び 使 用 間 の 双 方 に お い て 一 貫 す る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 英 国 特 許 第 １ ３ ８ ９ １ ４ ０ 号 は 、 ３ μ よ り 厚 く な い Ｔ ｉ Ｃ の 層 、 及 び Ｔ ｉ ｎ 及 び ／ ま た
は Ｔ ｉ Ｃ Ｎ の 少 な く と も １ 層 の 外 側 層 で イ ン サ ー ト を 被 覆 す る こ と に よ っ て 、 焼 結 硬 質 金
属 の 切 削 工 具 の 色 符 号 化 を 開 示 す る 。 こ の 被 膜 は 、 化 学 蒸 着 法 に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ０ ０ ， ５ ６ ９ 号 は 、 金 属 の 切 削 加 工 の 適 用 に 対 し て 、 改 良 さ れ た 特 性
を 備 え る ア ル ミ ナ で 被 覆 し た 超 硬 合 金 イ ン サ ー ト を 開 示 す る 。 こ の ア ル ミ ナ 層 の 層 数 を 変
化 さ せ る こ と が 、 １ ５ 層 の 緑 色 か ら ３ ２ 層 の 青 色 ま で 被 覆 さ れ た イ ン サ ー ト の 色 を 変 化 さ
せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 開 平 ２ ０ ０ １ － ３ ４ １ ０ ０ ５ 号 は 、 Ｔ ｉ Ｃ Ｎ で 被 覆 さ れ た イ ン サ ー ト を 開 示 し 、 被 膜
は 色 度 が ０ ＜ ａ ＊ ＜ １ ０ （ 赤 色 方 向 ） と ０ ＜ ｂ ＊ ＜ ２ ０ （ 黄 色 方 向 ） と に よ り 、 且 つ 明 度
(brightness)が ０ ＜ Ｌ ＊ ＜ １ ０ ０ の )に よ っ て 定 義 さ れ た 色 を 有 す る 。 こ の ａ ＊ 、 ｂ ＊ 及
び Ｌ ＊ の 座 標 系 は 、 Ｃ Ｉ Ｅ 実 験 室 系 (CIE Lab. system)の 一 部 の 技 術 と し て 、 す な わ ち こ
の 色 が ３ 次 元 直 交 座 標 系 の 中 に 位 置 し て い る 均 一 装 置 独 立 色 空 間 (uniform device indepe
ndent color space)と し て 既 知 で あ る 。 ３ 次 元 は 、 明 度 （ Ｌ ＊ ） (lightness)と 、 赤 色 ／
緑 色 （ ａ ＊ ） と 、 黄 色 ／ 青 色 （ ｂ ＊ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 英 国 特 許 第 １ ３ ８ ９ １ ４ ０ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ０ ０ ， ５ ６ ９ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ２ ０ ０ １ － ３ ４ １ ０ ０ ５ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 末 端 使 用 者 が 所 定 の 機 械 加 工 作 業 に 対 し て 、 正 し い 品 質 等 級 を 選 ぶ た
め の 案 内 と し て 、 種 々 の 色 を 有 す る 切 削 イ ン サ ー ト を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 次 の 目 的 は 、 技 術 的 性 能 に マ イ ナ ス の 影 響 を 与 え な い 発 色 層 を 有 す る 切 削 イ ン
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サ ー ト を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の さ ら に 次 の 目 的 は 、 容 易 に 堆 積 で き る 発 色 層 を 有 す る 切 削 イ ン サ ー ト を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 先 に 堆 積 さ せ る こ と 無 く 再 研 削 し た 後 に 、 容 易 に 再 被 覆 す る こ と
で き る 発 色 層 を 有 す る ド リ ル ま た は エ ン ド ミ ル を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 装 入 物 中 に 並 び に 装 入 物 の 間 に 形 成 さ れ る 色 を 有 す る 切 削
イ ン サ ー ト を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に し た が っ て 、 切 削 ボ デ ィ は 、 薄 い 最 外 層 の 透 明 な 非 酸 化 物 層 に よ っ て 発 色 さ れ
、 好 ま し く は 非 酸 化 物 層 が 、 周 期 律 表 の 第 Ｉ Ｖ 、 Ｖ ま た は Ｖ Ｉ 族 の 群 、 Ａ ｌ 、 Ｓ ｉ 及 び Ｂ
ま た は そ れ ら の 混 合 物 か ら な る 群 か ら の 金 属 、 好 ま し く は Ｔ ｉ 及 び ／ ま た は Ａ ｌ の 炭 化 物
、 窒 化 物 、 ま た は 炭 窒 化 物 で あ る 。 こ の 厚 み は 、 干 渉 に よ っ て 発 色 さ れ る よ う に 、 す な わ
ち 、 ０ ． ５ μ ｍ 未 満 、 好 ま し く は ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ３ μ ｍ 、 最 も 好 ま し く ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ２
μ ｍ 未 満 の 厚 み で あ る 。 こ の ボ デ ィ は 、 焼 結 さ れ た 超 硬 合 金 、 サ ー メ ッ ト 、 セ ラ ミ ッ ク 、
高 速 度 鋼 、 工 具 鋼 ま た は 立 方 晶 窒 化 ボ ロ ン 或 い は ダ イ ア モ ン ド の よ う な 超 硬 質 材 料 か ら 成
る 。 こ の ボ デ ィ は 、 イ ン サ ー ト 、 ド リ ル 、 エ ン ド ミ ル 、 交 換 可 能 な 刃 先 (tip)等 の 形 状 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 色 層 は 、 耐 摩 耗 性 の 付 加 的 な 被 膜 の 頂 部 で あ る 。 好 ま し く は こ の 色 層 は 、 Ｔ ｉ Ｎ 層
に 接 触 し 、 ０ ． １ ～ ０ ． ５ μ ｍ の 厚 み を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 こ の 色 層 は 、 単 一 層 に す る こ と が で き る 。
　 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て 前 記 色 層 は 、 （ Ｔ ｉ 、 Ａ ｌ ） Ｎ で あ り 、 さ ら に 具 体 的 に は ０
． １ ＜ ｘ ＜ ０ ． ９ 好 ま し く は ０ ． ４ ＜ ｘ ＜ ０ ． ７ 最 も 好 ま し く は ０ ． ４ ＜ ｘ ＜ ０ ． ６ の Ｔ
ｉ ｘ Ａ ｌ １ － ｘ Ｎ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 ま し く は 前 記 層 が 、 － ２ ０ ＜ ａ ＊ ＜ ０ 、 － ４ ０ ＜ ｂ ＊ ＜ ０ 及 び ０ ＜ Ｌ ＊ ＜ ９ ５ を 有 す
る 青 色 で あ る 。 一 つ の 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て は 、 － ２ ０ ＜ ａ ＊ ＜ － １ ０ で あ る 。 別 の
好 ま し い 実 施 態 様 に お い て は 、 － ４ ０ ＜ ｂ ＊ ＜ － ２ ０ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て 、 前 記 イ ン サ ー ト は 、 固 体 炭 化 物 ド リ ル ま た は 固 体 炭
化 物 エ ン ド ミ ル で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 層 は 、 Ｐ Ｖ Ｄ 技 術 、 好 ま し く は マ グ ネ ト ロ ン － ス パ ッ タ リ ン グ ま た は 陰 極 ア ー ク 蒸
着 に よ っ て 堆 積 さ れ る 。 前 記 層 は 、 付 加 的 な 耐 摩 耗 性 層 に 対 し て 使 用 さ れ る よ う な 、 同 様
に 準 備 し た そ の 場 の 製 造 寸 法 の 装 置 に お い て 容 易 に 堆 積 さ れ る 。
　 ま た 、 前 記 色 層 は Ｐ Ａ Ｃ Ｖ Ｄ で 堆 積 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 実 施 例 １
　 固 体 炭 化 物 ド リ ル は 、 ス パ ッ タ リ ン グ 工 程 に よ っ て 、 青 色 外 側 被 膜 が 備 え ら れ た 。 円 筒
形 状 の ２ ０ × ２ ０ の 大 き さ の 箔 が 同 時 に 被 覆 さ れ た 。 ド リ ル と 箔 の 双 方 が 、 ３ 折 り 畳 み 回
転 (3-fold rotation)に 課 せ ら れ た 。 Ａ ｒ 、 Ｋ ｒ 、 及 び Ｎ ２ の 流 れ が 、 そ れ ぞ れ １ ５ ０ 、
８ ５ 、 及 び ７ ０ ｓ ｃ ｃ ｍ に 制 御 さ れ た 。 １ ０ ０ Ｖ の 陰 極 基 材 バ イ ア ス が 付 加 さ れ た 。 先 ず
、 約 ０ ． ２ μ ｍ の Ｔ ｉ Ｎ が 堆 積 さ れ た 。 こ の Ｔ ｉ Ｎ 層 の 頂 部 に 、 （ Ｔ ｉ ０ ． ５ Ａ ｌ ０ ． ５

） Ｎ 層 が 、 金 属 ソ ー ス と し て の 二 つ の Ｔ ｉ ０ ． ５ Ａ ｌ ０ ． ５ の タ ー ゲ ッ ト を 使 用 し て 堆 積
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さ れ た 。 各 Ｔ ｉ ０ ． ５ Ａ ｌ ０ ． ５ の タ ー ゲ ッ ト に ３ ． ２ ｋ Ｗ の 陰 極 出 力 で ２ ３ 分 間 の 間 （
Ｔ ｉ ０ ． ５ Ａ ｌ ０ ． ５ ） Ｎ 層 を 堆 積 す る こ と に よ っ て 、 素 晴 ら し い 青 色 の 色 が 得 ら れ た 。
Ｌ ＊ 、 ａ ＊ 、 及 び ｂ ＊ の 値 は 、 ミ ノ ル タ の 分 光 高 度 計 を 使 用 し て 、 次 の 設 定 で も っ て 箔 上
で 測 定 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 マ ス ク ／ 光 沢 　 Ｍ ／ Ｓ Ｃ Ｔ
　 　 Ｕ Ｖ 設 定 　 　 Ｕ Ｖ １ ０ ０ ％
　 　 　 観 察 者 　 　 １ ０ °
　 　 　 　 表 示 　 　 微 分 及 び 絶 対 値 関 数
　 次 の 結 果 、 ａ ＊ ＝ － １ ６ 、 ｂ ＊ ＝ － ３ ０ 、 及 び Ｌ ＊ ＝ ３ ９ が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 例 ２
　 実 施 例 １ を 繰 り 返 さ れ た が 、 各 Ｔ ｉ ０ ． ５ Ａ ｌ ０ ． ５ の タ ー ゲ ッ ト に ３ ． ７ ｋ Ｗ の 陰 極
出 力 で ２ ３ 分 間 の 間 （ Ｔ ｉ Ａ ｌ ） Ｎ を 堆 積 し た 。 青 色 の 色 が 得 ら れ 、 次 の 結 果 、 ａ ＊ ＝ －
１ ８ 、 ｂ ＊ ＝ － ２ ３ 、 及 び Ｌ ＊ ＝ ４ ６ を 備 え た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 施 例 ３
　 実 施 例 １ を 繰 り 返 さ れ た が 、 各 Ｔ ｉ ０ ． ５ Ａ ｌ ０ ． ５ の タ ー ゲ ッ ト に ５ ． ７ ｋ Ｗ の 陰 極
出 力 で ２ ３ 分 間 の 間 （ Ｔ ｉ Ａ ｌ ） Ｎ を 堆 積 し た 。 緑 色 の 色 が 達 成 さ れ 、 次 の 結 果 、 ａ ＊ ＝
－ １ ４ 、 ｂ ＊ ＝ － ７ 、 及 び Ｌ ＊ ＝ ５ ６ を 備 え た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 施 例 ４
　 実 施 例 １ を 繰 り 返 さ れ た が 、 Ａ ｒ 、 Ｋ ｒ 、 及 び Ｎ ２ の 流 れ が 、 そ れ ぞ れ ２ ５ ０ 、 １ ５ ０
、 及 び ７ ０ ｓ ｃ ｃ ｍ に 制 御 さ れ 、 且 つ 各 Ｔ ｉ ０ ． ５ Ａ ｌ ０ ． ５ の タ ー ゲ ッ ト に ３ ． ２ ｋ Ｗ
の 陰 極 出 力 で ２ ３ 分 間 の 間 （ Ｔ ｉ Ａ ｌ ） Ｎ を 堆 積 し た 。 濃 い 緑 色 の 色 が 達 成 さ れ 、 次 の 結
果 、 ａ ＊ ＝ － ３ 、 ｂ ＊ ＝ － ３ ９ 、 及 び Ｌ ＊ ＝ ２ ９ を 備 え た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 施 例 ５
　 実 施 例 ４ が 、 少 し 後 に そ の 全 体 を 繰 り 返 し た 。 再 び 、 濃 い 緑 色 が 達 成 さ れ 、 次 の 結 果 、
ａ ＊ ＝ － ５ 、 ｂ ＊ ＝ － ３ ７ 、 及 び Ｌ ＊ ＝ ３ １ を 備 え た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 実 施 例 ６
　 内 部 に ４ μ ｍ 厚 み の 耐 摩 耗 層 Ｔ ｉ Ｎ ＋ （ Ｔ ｉ Ａ ｌ ） Ｎ を 被 覆 し た 固 体 炭 化 物 ド リ ル は 、
実 施 例 １ に し た が っ て 青 色 層 が 被 覆 さ れ た 。 こ の ド リ ル は 、 次 の 切 削 資 料 で 、 Ｓ Ｓ ２ ５ ４
１ の 色 層 の な い ド リ ル と 比 較 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 　 Ｖ ｃ ＝ １ ０ ０ ｍ ／ 分
　 　 　 送 り ＝ ０ ． １ ５ ｍ ｍ ／ 回 転
　 穴 の 深 さ ＝ ２ ０ ｍ ｍ （ 止 ま り 穴 ）
　 　 冷 却 剤 ＝ 可
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 試 料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 工 具 寿 命
　 標 準 ド リ ル 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ ０ ０ 個 の 穴
　 標 準 ド リ ル ＋ 青 色 外 側 層 　 １ ３ ０ ０ 個 の 穴
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 実 施 例 ７
　 実 施 例 ６ で 使 用 さ れ た ド リ ル の 切 刃 が 研 磨 さ れ た 。 そ の 後 、 こ の ド リ ル は 、 ４ μ ｍ の （
Ｔ ｉ Ａ ｌ ） Ｎ で 再 被 覆 さ れ 、 且 つ 実 施 例 ６ に 記 載 す る よ う な 同 様 の 切 削 試 験 に お い て 試 験
さ れ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 試 料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 工 具 寿 命
　 再 被 覆 標 準 ド リ ル 　 　 　 　 １ １ ０ ０ 個 の 穴
　 再 被 覆 青 色 ド リ ル 　 　 　 　 １ ０ ０ ０ 個 の 穴
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